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スペクトル比法を用いた東海地域における地震波減衰構造の推定
Attenuation structure beneath the Tokai region, Central Japan using a spectral ratio method
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東海地域はフィリピン海プレートがユーラシアプレートの下へ沈み込んでおり，その境界において長期的なスロース
リップ (LTSS)や非火山性の深部低周波地震 (LFE)が発生している地域である．既存研究から，それらは地震性の固着す
べりと安定すべりの遷移領域で，プレート境界近傍の流体が影響して発生していると考えられている．Q値は流体の存
在に敏感なパラメターで，特に Qp/Qs値は岩石中の水の飽和度によって敏感に変化するので，水がどのような状態で存
在しているかを示す重要なインディケータである．本研究ではQp/Qs値及び Qs値を推定し，Qp値や地震波速度などの
パラメターと比較し，プレート境界近傍のより詳細な物性を推定することを試みた．
本研究では P波と S波の速度振幅スペクトルの比をとってQp/Qs値を推定するスペクトル比法を開発し，データに適

用した．
本研究では東京大学地震研究所，千葉大学，気象研究所，静岡大学，名古屋大学，北海道大学および東濃地震科学研

究所が 2008年 4月～8月の期間に設置した臨時観測点と防災科学技術研究所 Hi-net観測網の定常観測点の計 113点で得
られた 92個の地震から 750個波形スペクトルを作りスペクトル比法の解析に用いた．
解析の結果，深さ 0～15kmの浅部では，中央構造線を境に東側では相対的にQp/Qs値が高く，Qs値が低いのに対し，

西側では相対的にQp/Qs値が低く，Qs値が高くなる傾向が見られた．中央構造線は西南日本における内帯と外帯の境界
であり，内帯には主に花崗岩が分布している．外帯には，ジュラ紀変成岩，白亜系の岩石，古第三系の岩石が分布して
いる．推定された Q値の違いは分布している岩石の違いを反映している可能性がある．また，内帯側でも中央構造線を
境に西側 5kmほど Qs値が低い領域が存在した．これは断層運動による破砕が影響したと解釈した．深さ 15km～35km
の深部では，フィリピン海プレート上面を境に上盤の大陸地殻側でQp/Qs値が低く，Qs値が高い領域 A，下盤の沈み込
む海洋プレート側でQp/Qs値が高く，Qs値が低い領域 Bが存在した．先行研究で推定されたQp構造，地震波速度構造
と比較したところ，領域 A は高 Qp値，高速度領域に対応し，領域 Bは相対的に低Qp値，低速度，高 VP/VS領域に対
応した．高 Qp/Qs，低 Qs，低 Qp，低速度，高 VP/VSという結果から，領域 Bには高圧流体が存在すると考えられる．
海洋プレート内に高圧流体が存在するためには上方への流体の移動を疎外する機構が必要である．低Qp/Qs，高 Qs，高
Qp，高速度という結果から，領域 Aが不透水性の非常に硬い岩石であると解釈すると，領域 Aがキャップロックとなり
海洋プレートから供給される流体をトラップしたことにより，海洋プレート内の領域 Bが高圧となった可能性が考えら
れる．キャップロック領域は長期的なスロースリップのすべりの大きい領域の直上に位置するため，スロースリップの発
生原因がキャップロックによって生まれる高圧流体と関連している可能性が高い．
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